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小田原市立片浦小学校ＨＰより抜粋

国が作成した問題
⇒全国学力・学習状況調査、中卒・高卒程度認定試験

地方自治体作成問題
⇒岩手県、千葉県、山口県、さいたま市、幸手市

CBTならではの問題
⇒PISA（国際学力調査）の公開問題
⇒全国学力・学習状況調査を題材とした動画問題
⇒情報モラル学習コンテンツ

その他
⇒教員等が作成した独自問題 など

PISA（国際学力調査）公開問題

 小・中・高等学校等の子供の学びの保障の観点から、児童生徒が学校や家庭において、学習や
アセスメントができるCBTシステム

 文部科学省が開発（事業者連合体のコンソーシアムに委託）
 令和2年度に実証を行い、令和3年度から希望する全国の小・中・高等学校等での活用を開始。
現在、公立小学校の70％超、公立中学校のほぼ全てが登録（ほぼ全ての自治体、約2.5万校、
約830万人が登録）

 国や地方自治体等の公的機関等が作成した問題約40,000問を活用可能
 「GIGAスクール構想」 により実現する 「１人１台端末」 を活用した 「デジタルならでは」 の学び
を実現

ＭＥＸＴ ＋ＣＢＴ
文部科学省 Computer Based Testing

文部科学省CBTシステム（MEXCBT：メクビット）について
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児童生徒は問題を解けば正答率が出て達成度が分かるため、楽しみながら取り組んでいた。今後も利用したい。

教員は配信するだけでテストを利用できて自動採点されるため、印刷や採点の手間が省け、業務効率が向上した。

MEXCBTは、授業中や放課後に活用したり、家庭学習（宿題）の際に活用したりした。
臨時休校中にもこのシステムを活用して家庭学習を行った。

MEXCBTを活用した現場からの声（一部抜粋）

子どもたちは学習端末を使用した学習にとまどいなく取り組んでおり、私たち大人の想像を超えたスピードだと感じる。

概要

活用の様子：学校や家庭における活用 搭載コンテンツ：約40,000問画面イメージ：見やすいテスト実施画面



MEXCBTの活用、拡がっています！ 文部科学省総合教育政策局教育DX推進室

MEXCBTの活用は、搭載済みの問題を日々の学習の中で解くだけでなく、全国学力・学習状況調査や地方自治体独自の学力調査等のCBT化、国で実施している
アンケート調査、教員による教材作成など、様々な用途に拡がっています。

〇 R3年度より、全国学力学習状況調査のCBT化に向けた試行・検証を
MEXCBTを活用して実施。

〇 R5年度、中学校３年生を対象とした生徒質問紙の一部や英語「話す
こと」調査においてMEXCBTを活用。

※詳しくはこちらをご覧ください。
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/

④ MEXCBT×全国学調

○教員や児童生徒一人一人を対象とした大規模なアンケート調査
（数十万人規模）を、MEXCBTを活用して実施。

⑤ MEXCBT×国実施アンケート調査

② MEXCBT×地方学調
〇数自治体がMEXCBTを活用した地方自治体独自の学力調査のCBT化
の試行・検証を既に開始。R4年度中に更に複数自治体が予定。

〇 R5年度からは、更に多くの自治体がMEXCBTを活用した地方自治体
独自の学力調査のCBT化を予定。

〇 MEXCBTでは、「テスト作成サイト※」で作成した自作教材（テス
ト・問題）をMEXCBTに搭載し、授業で使ったり、課題として配信
したりすることができます。 R5.3月現在、20自治体により作成さ
れた122問がMEXCBTに搭載されており、全国で活用できます。

③ MEXCBT×教員による教材作成

※テスト作成サイトを使用する場合は、別途申込が必要となります。詳しくは、
以下の「文部科学省CBTシステムMEXCBT運用支援サイト」よりお申込みく
ださい。https://support2.mexcbt.mext.go.jp/news/sandbox/

【熊本県】大津町立大津小学校作成
掲載の図形は、4年算数「直方体と

立方体」の問題内の動画。動画を再
生すると展開図が立体図へとなり、
重なる頂点や辺、平行な面などを視
覚的に理解できる教材である。

〇授業や朝学習、家庭学習等においてMEXCBTの活用が進んでおり、
文部科学省HP等で活用例を掲載。

① MEXCBT×日々の学習

【千葉県】君津市立清和小学校 【宮崎県】川南町立唐瀬原中学校

自治体からの提供問題で解答数が多いものBEST５
（R4.3.1～R5.3.7累計）

１位 さいたま基礎学力定着プログラム算数小学校５年生
＜倍数と約数＞

２位 岩手県小学校学習定着度状況調査 令和元年 小５ 算数
３位 岩手県小学校学習定着度状況調査 令和元年 小５ 社会
４位 やまぐち学習支援プログラム 令和３年 小５ 算数
５位 ちばっ子チャレンジ１００ 国語

小学校６年生 間違いやすい漢字を書く

https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00001.html

全国学力・学習状況
調査問題の他にもた
くさんの問題を搭載
しています。
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https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/gakuryoku-chousa/
https://support2.mexcbt.mext.go.jp/news/sandbox/
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00001.html


文部科学省CBTシステム（MEXCBT:メクビット）を日々の学習の中で活用いただいている学校の取組を以下
のように整理し、取りまとめております。

本資料の情報は好事例の全国への展開のため、随時更新の上、教員委員会や学校の先生方等に向けて、
文部科学省のHPやGIGA StuDXメールマガジン等を通じて、発信しております。

MEXCBT×日々の学習①

区 分 具 体 例

１．単元（授業）づくり
〇単元（授業）をつくる際のゴール設定に活用できます
⇒授業づくりの際に教科書やプリントの＋αとしてMEXCBT問題を活用することで授業改善につなげています
【（大阪府）枚方市立開成小学校】

２．教材（テスト・問題）
づくり

〇自作教材をMEXCBTに搭載し、授業で使ったり、課題として配信したりできます
⇒理科の植物の問題では、子供たちが観察実験で撮影した実際の画像を使用して問題を作成しました。
【（千葉県）君津市立清和小学校】

⇒授業で実際に行った、面積の等積変形の様子、立体の展開図の頂点や辺の位置関係などを、子供たちが問題を通
じて確認できるように作成しています。【（熊本県）大津町立大津小学校】

３．授業の振り返り

〇本時の授業内容が身に付いているか把握するために活用できます
⇒単元計画にMEXCBTを活用した振り返りを設定し、授業の最後に練習問題としてMEXCBTに取り組ませていま
す。
【（大阪府）枚方市立開成小学校】

⇒「さいたま基礎学力定着プログラム」は解き方が丁寧に扱われているため、補助教材として活用しています。
【（埼玉県）さいたま市立大宮別所小学校】

⇒児童の解答状況を把握することができ、支援の必要な児童にすぐに声をかけることができます。
【（広島県）福山市立深津小学校）

⇒主に国語科の授業で、中学校内容の学び直し教材として活用しています。【（熊本県）松浦学園城北高等学校】

４．定期テスト

〇国や自治体が作成した問題などを定期テスト等に活用できます
⇒毎月末、国や自治体が作成した問題を活用した月例テストを小学校３～６年生を対象に実施しています。
【（千葉県）山武市立日向小学校】

⇒紙ベースで実施してきた校内基礎学力定着テストをCBT化し、子供たちに馴染みある取組として継続しています。
【（千葉県）君津市立清和小学校】

５．家庭学習
〇家庭学習の課題（宿題）として活用できます
⇒家庭学習用に「○学年○月学年課題」というテストグループを作成し問題を配信しています。また、臨時休業時
には各学年１００セットの問題を配信し問題演習に挑戦させました。【（新潟県）佐渡市立南佐渡中学校】
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文部科学省HP「文部科学省CBTシステム（MEXCBT:メクビット）について」掲載
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/mext_00001.html

MEXCBT×日々の学習②

令和5年1月現在、13の活用事例
を下記の文部科学省HPに掲載し
ています。活用事例は毎月更新
しています。

【千葉県】君津市立清和小学校 【熊本県】大津町立大津小学校
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